
1．はじめに

産業革命により，化石燃料の利用が始まり，人類を取り巻く
環境は劇的な変化を遂げたが，その一方で多くの先進国の高度
成長期に公害という大気汚染被害にも苦しんできた。自動車の
歴史は電気自動車で始まったが，石油を利用する内燃機関で
走行できるT型フォードの登場でモータリゼーションが加速化
し，化石燃料の消費が急激に増加し始めた。
技術の進化により，化石燃料に含まれる人体に有害な不純物
や燃焼副生成物は除去されるようになり，大気汚染は軽減化さ
れてきた。1980年代になると地球規模での環境破壊問題に研
究が及ぶようになり，まずオゾンホールが問題となり，オゾン
層を破壊する原因であると言われるフロンが代替フロンへ切り
替えられ，その効果が見えてきたという報告1）もある。
さらに21世紀に入ると，地球温暖化がクローズアップされ，

その原因として二酸化酸素（CO2）が疑われ始めた。因果関係
を否定する研究者も少なくないが，産業革命の時期を変曲点と
して地球の平均気温が上昇に転じているのは事実である。
動物の営みにより排出され，植物が吸収することでバランス
されていた空気中の二酸化炭素含有率は，急激な人類増加と森

林の減少によりその需給バランスが崩れ，さらに数十万年もか
けて植物や動物の残骸で形成された化石燃料を数百年単位で消
費し始めたことで，排出量が消費を大きく上回ることとなって
おり，それら対策が不可欠な状態となってきている。
決して自動車だけの問題というわけではないが，今回は自動

車に焦点を当てて報告する。

2．環境対策車と電池

2.1　環境対策車の分類
日本では環境対策車を燃費という観点から捉える傾向が強い

が，欧州では二酸化炭素の排出量を基準としており，1 kmを
走行する際に排出する量（gCO2/km）で議論される。
燃費やCO2排出量ということでなく，車両のシステムで環境

対策車を分類してみる。
（1）内燃機関搭載車
いわゆる排ガス規制ではLEV（Low Emission Vehicle）規制
があり，日本で販売されている新車はこれらの基準をクリアし
ている。この中でも極超低公害車（SU-LEV）は，一部の発展
途上国の空気が汚染された地域を走行すると吸気ガスより，排
気ガスのほうがクリーンになると言われているほどクリーン
な車である。これらの規制はNOx，SOxやCOにフォーカスが
当てられており，CO2の排出についてはとくに制限されてい
ない。
（2）アイドリングストップ車
信号待ちなどの不走行時にエンジンを止める機能を有した車

両であり，多くの新型車が採用方向である。駆動エネルギーは
すべて内燃機関によるものである。都市部では不走行割合も多
く一定のCO2排出削減効果は見込まれる。
電池は12V系の高性能サイクル用鉛電池が使われることが多
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要　　　　旨

地球温暖化現象と二酸化炭素との因果関係については異論を唱える方々もおられるが，大半の人口を擁する発展途上国の急激な経
済発展もともない，地球規模で環境の悪化が深刻な状況になっていることは否定できない。先進国の高度成長期に問題となったNOx，
SOx等の人体に有害な物質だけでなく，人類が近代的な生活をするうえで排出され，人体には直接的な害のない二酸化炭素が地球温
暖化に影響を及ぼしているとされる研究が進み，その排出量が問題になってきている。京都議定書やパリ協定で世界的規模の対策が
叫ばれる中，自動車業界でも環境対策車が注目されており，日本では2017年になって一気にその機運が高まってきた。
そんな状況の中で，環境対策車に使われる電池の役割について整理し，最も期待されるリチウムイオン電池の特徴や簡単な仕組み，

最も重要な電極について紹介する。
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【図表について】電子ジャーナルサイト「J-STAGE」ではカラーでご覧
いただけます。https://www.jstage.jst.go.jp/browse/shikizai/-char/ja/
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